


















ミスも 国富論 の中で、このエドワード 世の条例を紹介している（スミス 、 ））。
世紀のフランスにおいても同様で、穀物は公共の市場でしか売ることができない。生産
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びその穀物の価値相当分の罰金、再犯の場合は ヶ月の投獄および価値の 倍の罰金、 犯においては曝
し台の刑に処して、国王の随意の期間だけ投獄し、加えて所有する動産の一切を没収する。












チュルゴー改革で最初にとられた政策は、王国内の穀物取引の自由で、 年 月 日の
勅令で認められた（ ）。それから数か月後に、ネッケルは 穀物についての立法



























































































































































































































ネッケルによると、当時フランスの人口は 千 百万人で、 年間で約 千 百万スチエ
の小麦を消費するという（ スチエは リットル）。それは、人は毎日平均して一人当たり
リーブル半から リーブルと 分の のパンを必要として計算したもの（ リーブルは
グラム）である（ ）。
年から 年間、自由の法が実施され、フランスから流入したより 万から 万スチ
エ多く小麦が流出したが、それは 年あたり 万から 万スチエで、年消費量の 分の
になるかならないかである。それはさほど危険性があるとは見えないかもしれない。それは














商人は価格を 倍も 倍も上げる（ ）。パン売り業者が、パ
ンが足りないのではないかという懸念を利用して。実際はほぼパンがあっても（ 万人分に








































から市場まで から リューの距離があるのがしばしばだ（ ）。
あなたは市場を持たない村の住民は年に 、 回小麦を買いに行くと想定しているが、あ
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